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千葉ニュータウン事業に係る道路
等の整備は負担金で市が行います

梨の育苗センター支援事業に交
付金を活用します

文化会館は月曜日以外の祝日も
開館します

リース、保守点検等の長期契約
期間を最長７年に延長します

意見交換会を
　　開催しました
市民の皆様の多様な意見を議会活動に生かし
ていくため、常任委員会ごとに関係する団体
と意見交換会を行いました。
意見交換会の報告は６頁に記載しています。

国際交流協会総務常任委員会

青少年相談員連絡協議会文教民生常任委員会 消防団本部環境経済常任委員会

12
月
定
例
議
会

　

第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
24
日
か
ら
12
月
17
日
ま

で
、
24
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
第
５
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
や
補
正
予
算
な
ど
議
案
21
件
が
提
出
さ
れ
、
20
件

が
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、「
北
総
線
運
賃
対

策
を
は
じ
め
」
の
一
文
を
追
加
し
、
可
決
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
３
頁
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
３
頁
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

今年も

Point 1

Point 4

Point 3

Point 2

次の定例会は

午前10時の開会です。

2月15日（月）
議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
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国
が
大
急
ぎ
で
予
算
を
つ

け
、
市
も
非
常
に
知
恵
を

絞
っ
て
事
業
を
組
み
立
て

た
と
評
価
し
ま
す
。
補
助

金
の
打
ち
切
り
を
見
据
え

て
事
業
を
進
め
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

	

半
分
い
か
が
な
も
の
か
と

思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
将
来
的
に
大
事
な
こ

と
と
思
い
ま
す
。

〈
議
案
第
２
号
〉
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
に
係
る
白
井
市
道
等
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 1

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
に
係
る
道
路
等
の
整
備
は

負
担
金
で
市
が
行
い
ま
す

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
収
束
に
伴
い
、
道
路
整
備
が
都
市
再
生
機
構
と

企
業
庁
で
は
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
道
路
等
の
整
備
負
担
金
で
白
井
市

が
整
備
を
行
う
た
め
の
基
金
を
管
理
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

〈
議
案
第
５
号
〉
白
井
市
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 2

リ
ー
ス
、
保
守
点
検
等
の
長
期
契
約
期
間
を

最
長
７
年
に
延
長
し
ま
す

庁
用
車
の
リ
ー
ス
契
約
期
間
を
延
長
し
、
経
費
節
減
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〈
議
案
第
６
号
〉
白
井
市
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 3

文
化
会
館
は
月
曜
日
以
外
の
祝
日
も
開
館
し
ま
す

文
化
会
館
の
祝
日
の
使
用
料
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

祝
日
の
使
用
料
は
、
土
曜
、
日
曜
日
と
同
額
で
す
。

〈
議
案
第
15
号
〉
平
成
27
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

Point 4

梨
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業
に
交
付
金
を

活
用
し
ま
す

国
の
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
梨

の
苗
木
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ワ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
へ

補
助
金
を
支
出
し
ま
す
。

主

な

質

疑

Ｑ　

基
金
額
の
確
定
と
使
途
は
。

Ａ　

路
線
ご
と
に
単
価
を
計
算

し
ま
す
。
執
行
段
階
で
は

余
れ
ば
違
う
企
業
庁
分
に

充
当
し
、
足
り
な
い
場
合

は
他
の
企
業
庁
分
を
充
当

し
ま
す
。
都
市
再
生
機
構

分
も
同
様
に
対
応
し
ま
す
。

Ｑ　

負
担
金
が
余
っ
た
場
合
は

返
金
を
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

主

な

質

疑

Ｑ　

祝
日
を
開
館
す
る
要
望
は

あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ　

市
民
か
ら
の
要
望
は
あ
り

ま
し
た
。
近
隣
市
の
ほ
と

ん
ど
も
祝
日
開
館
し
て
お

り
、検
討
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ　

近
年
、
土
日
の
ホ
ー
ル
利

用
は
増
加
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

利
用
率
は
若
干
下
が
っ
て

い
ま
す
。
鎌
ヶ
谷
市
に
新

し
い
会
館
が
オ
ー
プ
ン
し

た
た
め
と
捉
え
て
い
ま
す
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

育
苗
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は

ど
こ
が
行
い
ま
す
か
。

Ａ　

白
井
市
梨
業
組
合
で
す
。

Ｑ　

ホ
ワ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ　

白
井
駅
前
で
白
井
を
イ
メ

ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
フ
ェ

テ
ィ
バ
ル
を
行
う
予
定
で

す
。
具
体
的
な
内
容
は
実

行
委
員
会
を
結
成
し
て
検

討
し
ま
す
。

主

な

質

疑

Ｑ　

５
年
か
ら
７
年
に
延
長
し

よ
う
と
し
て
い
る
契
約
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ　

庁
用
車
は
７
年
に
延
長

し
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー

機
の
リ
ー
ス
、
ソ
フ
ト
や

保
守
点
検
等
は
５
年
、
庁

舎
の
総
合
管
理
等
の
委
託

は
３
年
で
す
。

Ｑ　

７
年
に
延
長
す
る
事
で
金

銭
的
に
ど
れ
だ
け
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

96
台
の
車
両
の
う
ち
リ
ー

ス
は
46
台
で
す
。
平
成
26

賛成賛成

平
成
26
年
度
決
算
を
認
定

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
・

確
認
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道

事
業
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

循
環
バ
ス
の
運
行
改
定
か

ら
１
年
経
過
し
て
い
ま
す

が
評
価
は
。

Ａ　

ル
ー
ト
改
正
に
よ
り
利
用

者
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
み
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
の
相

談
内
容
と
、
医
療
機
関
に

つ
な
い
だ
実
績
は
。

Ａ　

精
神
保
健
福
祉
士
と
医
師

に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
精
神
保
健
福
祉
士

は
対
人
関
係
、
医
師
は
治

療
や
受
診
な
ど
、
相
談
内

容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
内
容
に
応
じ
、
医
療

機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
い
で
い
ま
す
。

Ｑ　

国
保
税
の
徴
収
率
が
低
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が

対
策
は
。

Ａ　

納
税
相
談
や
分
割
支
払
い

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

工
業
団
地
ア
ク
セ
ス
道
路

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

土
質
調
査
を
行
い
ま
し
た

が
、
田
ん
ぼ
に
道
路
を
造

る
箇
所
を
再
調
査
予
定
で

す
。
道
路
排
水
は
設
計
委

託
で
検
討
し
ま
し
た
。

Ｑ　

農
業
研
究
会
事
業
の
内
容

成
果
は
。

Ａ　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
Ｐ
Ｒ
研
究

や
栽
培
技
術
講
習
会
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　

市
民
大
学
校
の
状
況
は
。

Ａ　

昨
年
度
は
健
康
生
活
学
部

24
名
、シ
ニ
ア
学
部
30
名
、

し
ろ
い
発
見
学
部
25
名
が

入
学
し
て
い
ま
す
。

　
　

北
総
鉄
道
株
式
会
社
へ
の

補
助
金
は
差
別
的
運
賃
体

系
に
お
墨
付
き
を
与
え
る

結
果
と
な
り
、
高
運
賃
問

題
の
抜
本
的
解
決
の
妨
げ

と
な
り
ま
し
た
。
解
決
に

は
交
通
選
択
肢
の
拡
充
が

最
善
手
で
す
。
循
環
バ
ス

利
用
者
が
新
鎌
ヶ
谷
ア
ク

セ
ス
を
中
心
に
増
加
し
て

い
る
事
か
ら
も
明
ら
か
で

す
。
ま
た
子
ど
も
の
健
康

施
策
、
文
化
、
保
健
体
育

施
策
に
お
い
て
も
反
省
や

創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
　

財
政
見
通
し
で
財
政
調
整

基
金
が
枯
渇
す
る
ば
か
り

か
マ
イ
ナ
ス
と
さ
れ
、
厳

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

重
点
事
業
か
ら
、
安
全
・

安
心
の
子
育
て
、
福
祉
、

市
民
が
健
康
で
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
の
取
り
組
み
で
あ
る
と

評
価
で
き
ま
す
。

　
　

赤
字
も
無
く
、
実
質
公
債

費
比
率
も
前
年
度
よ
り
減

少
、
下
水
道
特
別
会
計
に

お
い
て
も
資
金
不
足
は
無

い
が
、
財
政
調
整
基
金
残

高
が
今
後
の
健
全
化
の
判

断
比
率
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
配
慮
を
求
め
ま

す
。
北
総
鉄
道
値
下
げ
支

援
、
梨
の
降
雹
災
害
回
避

の
助
成
、
雨
水
対
策
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど

各
事
業
で
推
進
が
図
ら
れ

た
点
を
評
価
し
ま
す
。

年
度
の
決
算
ベ
ー
ス
で
は

百
万
円
程
度
の
減
額
が
見

込
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ　

単
価
、
工
事
費
、
補
償
費

等
を
最
新
の
も
の
で
積
算

し
、
確
定
し
た
後
の
変
更

は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ

返
金
は
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。

Ｑ　

収
入
の
見
込
み
は
ど
う
で

す
か
。

Ａ　

80
万
円
ぐ
ら
い
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

反対反対賛成賛成
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主

な

意

見

　
　

修
正
案
①
―
１
は
基
本
計

画
と
し
て
原
案
よ
り
具
体

性
に
欠
け
、
い
ろ
い
ろ
な

機
会
で
何
回
も
市
民
の
確

認
と
同
意
を
得
て
い
る
原

案
の
ま
ま
の
方
が
良
い
と

思
い
反
対
し
ま
す
。

　
　

市
民
の
強
い
要
望
で
あ
る

北
総
線
の
明
記
は
、
運
賃

対
策
を
含
む
大
き
な
利
便

性
向
上
の
問
題
と
捉
え
る

市
の
施
策
の
方
向
性
と
も

合
致
し
て
い
る
の
で
賛
成

し
ま
す
。

修正案②に賛成修正案②に賛成

主

な

質

疑

Ｑ　

行
政
経
営
改
革
に
よ
る
効

果
の
目
標
額
を
５
億
円
と

し
て
い
る
根
拠
は
。

Ａ　

人
件
費
、
事
業
費
、
施
設

の
推
進
管
理
費
な
ど
の
削

減
を
見
込
み
、
将
来
を
見

据
え
た
持
続
可
能
な
行
政

運
営
維
持
の
た
め
の
指
針

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

高
齢
者
へ
の
施
策
に
つ
い

て
総
合
計
画
と
基
幹
計
画

個
別
計
画
の
関
係
は
。

Ａ　

基
幹
計
画
の
個
別
計
画
と

し
て
白
井
市
第
６
期
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
で
捉
え
て
い
き

ま
す
。

Ｑ　

小
学
校
区
を
基
本
単
位
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
設
立
推
進
と
あ
り
ま
す

が
事
業
や
仕
事
量
は
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
各

小
学
校
を
基
準
に
区
域
内

の
自
治
会
、
町
内
会
、
団

体
や
組
織
が
尊
重
し
合
い

緩
や
か
な
協
働
、
連
携
を

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

地
域
が
対
応
で
き
る
課
題

を
地
域
で
議
論
し
解
決
し

て
い
く
趣
旨
で
５
年
間
の

核
と
な
る
施
策
で
す
。

Ｑ　

第
４
次
総
合
計
画
の
成
果

や
課
題
を
含
め
、
基
本
計

画
の
策
定
に
具
体
的
に
ど

主

な

質

疑

※
修
正
案
①
は
左
表
①
―
１
・

①
―
２
の
２
点
。
修
正
案
②
は

修
正
案
①
―
２
と
同
じ
箇
所
。

Ｑ　

①
―
１
（
左
表
）
の
修
正

は
基
本
構
想
の
理
念
と
重

複
し
て
お
り
、
基
本
計
画

の
構
想
を
受
け
具
体
的
施

策
を
示
す
原
案
の
ま
ま
で

良
い
の
は
な
い
で
す
か
。

Ａ　

こ
こ
で
は
地
域
拠
点
を
舞

台
に
一
定
の
具
体
性
は
あ

る
と
思
い
ま
す
（
提
案

者
）。

Ｑ　

①
―
２
（
左
表
）
で
北
総

線
を
特
筆
し
た
の
は
。

Ａ　

住
民
意
識
で
も
一
番
重
要

で
、
不
満
と
出
る
北
総
線

問
題
で
あ
り
市
民
の
強
い

意
思
を
く
む
形
で
前
進
す

べ
き
と
考
え
明
記
を
希
望

し
ま
し
た
（
提
案
者
）。

う
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
か
。

Ａ　

第
４
次
の
施
策
評
価
の
86

施
策
の
う
ち
、
や
や
遅
れ

て
い
る
が
11
、
遅
れ
て
い

る
が
２
、
合
計
13
施
策
が

順
調
で
は
な
い
と
の
評
価

で
、
そ
の
現
状
と
課
題
を

把
握
し
て
今
後
の
方
向
性

を
評
価
。
そ
れ
に
基
づ
き

今
回
の
総
合
計
画
の
基
本

計
画
、
個
別
計
画
に
取
組

み
を
定
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
が
個
別

に
強
化
さ
れ
、
逆
に
地
域

差
が
生
ま
れ
る
危
惧
も
あ

る
中
、
意
図
的
に
地
域
同

士
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
発

掘
、育
成
に
な
り
ま
す
が
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
同
士

が
連
携
し
な
が
ら
何
が
で

き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
発
展
し
て
い
け
ば
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

子
ど
も
の
健
康
を
見
守
る

戦
略
は
ど
こ
に
読
み
取
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

個
別
計
画
と
な
る
し
ろ
い

健
康
プ
ラ
ン
の
三
部
作

「
健
康
の
増
進
、
食
育
、

歯
の
健
康
」
と
い
う
分
野

施
策
レ
ベ
ル
の
計
画
と
し

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地域拠点がにぎわうまちづくり

拠点がつながるまちづくり

議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表 ○は賛成　×は反対　―は採決に不参加

議案等
番　号

件　　　名
付　　託
委員会名

審　議
結　果

市民の声 市民自治ネットワーク 白井の夢 公明党 しろい政和 ＮＴ２１
日　本
共産党

議長

福井 小田川 柴田 影山 竹内 永瀬 多田 幸正 石井 植村 斉藤 石田 長谷川 血脇 秋谷 田中 平田 広沢 和田 中川 秋本

第
４
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

継続
議案13

平成 26 年度白井市歳入歳出決算の認定
決算審査
特別委員会

認定 × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

継続
議案14

平成 26 年度白井市水道事業会計決算の認定
決算審査
特別委員会

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案１
白井市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定

総務
常任委員会

原案可決 × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案２
千葉ニュータウン事業に係る白井市道等整備
基金条例の制定

環境経済
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案３ 白井市税条例の一部を改正する条例の制定
総務

常任委員会
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案４
白井市国民健康保険税条例等の一部を改正す
る条例の制定

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案５
白井市長期継続契約に関する条例の一部を改
正する条例の制定

総務
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案６
白井市文化会館の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

議案７
白井市学習等供用施設の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案８
白井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案９
白井市介護保険条例の一部を改正する条例の
制定

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案10
白井市地区計画の区域内における建築物の制
限に関する条例の一部を改正する条例の制定

環境経済
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案11
白井市西白井公民館、白井市西白井児童館及び
白井市西白井老人憩いの家の指定管理者の指定

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案12
白井市桜台公民館及び白井市桜台児童館の指
定管理者の指定について

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案13
白井市青少年女性センター、白井市老人福祉セン
ター及び白井市福祉作業所の指定管理者の指定

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

議案14 白井市第５次総合計画前期基本計画

基本構想・
基本計画に
関する調査
特別委員会

修正可決 × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

議案15 平成 27年度白井市一般会計補正予算（第５号） ― 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案16 平成 27年度白井市一般会計補正予算（第６号）
各常任
委員会

原案可決 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案17
平成 27年度白井市国民健康保険特別会計事
業勘定補正予算（第１号）

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案18
平成 27年度白井市介護保険特別会計保険事
業勘定補正予算（第３号）

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案19
平成 27年度白井市学校給食共同調理場事業
特別会計補正予算（第２号）

文教民生
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案 20
平成 27年度白井市水道事業会計補正予算（第
２号）

環境経済
常任委員会

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案 21 平成 27年度白井市一般会計補正予算（第７号） ― 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議員提出
のもの

白井市第５次総合計画前期基本計画に対する
委員会修正案

― 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

〈
議
案
第
14
号
〉
白
井
市
第
５
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

第
５
次
総
合
計
画

　

前
期
基
本
計
画
は

　
　
　
　

修

正

可

決

基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

で
審
査
を
実
施
。
本
会
議
で
は
下
表
の
修
正
案
②
の

と
お
り
修
正
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

前
期
基
本
計
画
に
対
し
、
議
員
か
ら
２
つ
の
修
正
案

が
出
さ
れ
、
修
正
案
②
（
左
表
）
が
可
決
さ
れ
原
案

に
「
北
総
線
運
賃
対
策
を
は
じ
め
」
の
一
文
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
出
さ
れ
た
２
つ
の
修
正
案



（４）第132号 平成28年 2月15日発行 しろい議会だより

　14人（27項目）
の質問があり、その
要約を掲載しまし
た。詳細については、
会議録をご覧くださ
い。この記事は各議
員が作成していま
す。

問　

児
童
生
徒
の
長
欠
、
不
登

校
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
い
じ
め
、
貧
困
等
の
問
題
か

ら
学
校
に
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

こ
こ
数
年
小
学
校
低
学
年

の
不
登
校
が
増
え
、
平
成
27
年

10
月
現
在
、
中
学
校
の
長
欠
、

不
登
校
は
96
人
で
、
大
き
な
課

題
と
捉
え
て
い
ま
す
。今
年
度
、

専
門
的
な
知
識
、
経
験
を
持
つ

Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
事
例
に
よ
り
２
回
呼

ん
で
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
担

任
と
学
年
主
任
等
で
組
織
的
に

解
決
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
北

総
教
育
事
務
所
管
内
に
１
名
い

る
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
２
名
ぐ
ら
い
に
な

れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

医
療
と
介
護
の
連
携
を
進

め
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く

お
考
え
で
す
か
。

答　

病
院
や
介
護
施
設
に
よ
る

訪
問
診
療
、
訪
問
介
護
・
看
護
、

さ
ら
に
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
・
看
護
等
の
実
施

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
地
域
医

療
機
関
等
と
市
の
連
携
も
含
め

進
め
て
い
き
、
認
知
症
の
支
援

体
制
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

本
年
４
月
、
厚
生
労
働
省

が
新
た
な
指
針
を
発
表
し
ま
し

た
が
市
の
学
童
保
育
の
現
状
は
。

答　

８
小
学
校
に
計
11
か
所
、

市
が
施
設
を
準
備
し
、
保
護
者

に
よ
る
運
営
委
員
会
が
運
営
を

行
い
、
現
在
５
４
３
名
の
児
童

の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

問　

指
導
員
の
配
置
人
数
、
児

童
一
人
当
た
り
の
面
積
、
保
育

料
等
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ

る
中
、
保
護
者
の
多
大
な
負
担

も
考
え
あ
わ
せ
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

答　

８
月
に
既
に
各
学
童
保
育

所
の
保
護
者
へ
の
説
明
会
を
開

き
、
市
の
統
一
仕
様
作
成
の
た

め
、備
品
・
運
営
実
態
把
握
に
関

わ
る
調
査
依
頼
、
連
絡
員
の
選

出
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

問　

統
一
基
準
の
作
成
、
業
務

委
託
・
指
定
管
理
な
ど
課
題
も

多
い
市
が
目
指
す
学
童
保
育
の

あ
り
方
を
市
長
に
伺
い
ま
す
。

答　

保
護
者
の
意
見
を
踏
ま
え

公
平
性
の
確
保
や
保
護
者
の
負

問　

市
内
に
お
け
る
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
と

効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
、
現
在
市
内
全
中
学
校

区
４
つ
、
障
が
い
児
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
合
わ
せ
５

つ
の
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
や
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
筋

ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
幅
広

い
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な

り
、
地
域
の
連
携
や
世
代
間
交

流
と
地
域
社
会
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

問　

白
井
市
が
協
定
を
結
ん
で

い
る
順
天
堂
大
学
と
市
内
の
小

中
学
校
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

協
定
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
、
健
康
づ
く
り
な

ど
の
分
野
で
相
互
の
連
携
、
協

力
と
い
う
こ
と
で
締
結
し
て
い

ま
す
。
学
校
教
育
で
は
、
大
学

の
先
生
を
講
師
に
お
願
い
し
、

健
康
教
育
、
子
ど
も
の
体
力
の

向
上
に
関
す
る
教
職
員
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
は
、
体
操
部
の
学
生

に
よ
る
模
範
演
技
の
披
露
や
、

縄
跳
び
指
導
を
し
て
も
ら
う
等

連
携
を
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
の

公
園
整
備
」
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。

問　

市
で
行
っ
て
い
る
高
齢
者

に
限
定
し
た
就
労
支
援
は
。

答　

60
歳
以
上
の
方
の
就
労
支

援
と
し
て
就
活
プ
チ
ボ
ラ
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
60
歳
以
上
を
雇
用
で
き
る

企
業
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
す
る
団
体
が
参
加
し
、
情
報

提
供
を
行
い
就
労
機
会
の
拡
大

を
図
る
も
の
で
す
。
市
の
無
料

職
業
紹
介
所
は
３
年
で
４
百
人

弱
の
就
労
実
績
が
あ
り
ま
す
。

問　

自
販
機
設
置
状
況
は
。

答　

納
付
金
提
案
型
の
公
募
方

式
に
よ
り
設
置
業
者
を
決
め
て

い
ま
す
。
市
が
管
理
し
て
い
る

14
台
で
年
６
２
７
万
５
千
円
が

納
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

指
定
管
理
者
等
が
管
理
し
て
い

る
も
の
が
27
台
あ
り
ま
す
。

問　

白
井
総
合
公
園
に
、
設
置

業
者
負
担
の
防
災
・
防
犯
機
能

付
き
の
自
販
機
設
置
検
討
は
。

答　

公
園
内
の
自
販
機
設
置
は

昨
年
度
よ
り
検
討
し
て
い
ま
す
。

公
園
の
設
置
事
例
を
現
在
収
集

し
て
い
ま
す
。
防
犯
・
災
害
対

策
と
し
て
各
種
機
能
の
つ
い
た

自
販
機
は
有
用
で
あ
り
十
分
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

幼
児
か
ら
中
学
校
ま
で
の

支
援
は
。

答　

就
学
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
通
所
に
よ
る
療
育
を
行
う
児

童
発
達
支
援
、
就
学
後
は
放
課

後
や
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
中

の
療
育
を
行
う
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
構
築
の
取
り
組
み
も
進

め
て
お
り
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
も
障
が
い
の
な
い
子
ど
も

も
、
出
来
る
限
り
同
じ
場
で
学

ぶ
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
学
習

に
参
加
し
て
い
る
実
感
、
達
成

感
を
持
ち
な
が
ら
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
つ
つ
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。

問　

義
務
教
育
後
の
進
路
の
確

保
に
つ
い
て
。

答　

生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
と

社
会
自
立
・
職
業
自
立
を
目
指

し
た
進
路
が
確
保
で
き
る
よ
う

進
路
指
導
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

障
が
い
者
に
対
す
る
市
民

へ
の
理
解
協
力
の
周
知
方
法
は
。

答　

市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
理
解
の
推
進
を
目
的
と
し

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
障
が
い
者
週

間
行
事
の
開
催
等
引
き
続
き
周

知
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
市
職
員
の
新
規
採
用
と
育
成
・

バ
ス
の
工
業
団
地
へ
の
運
用
」

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
な
く
て
も
手
軽
に
情

報
入
手
は
で
き
な
い
で
す
か
。

答　

電
子
化
し
た
広
報
紙
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
す
る
こ
と

な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
見

ら
れ
る
「
ⅰ
広
報
紙
」
を
平
成

28
年
１
月
か
ら
導
入
し
ま
す
。

問　

ゴ
ミ
の
分
別
ア
プ
リ
と
は
。

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
急

速
な
普
及
に
よ
り
ゴ
ミ
の
分
別

方
法
な
ど
を
手
軽
に
検
索
で
き

る
ア
プ
リ
で
す
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
面
か
ら
導
入
に
向
け

検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
づ

ら
く
内
容
が
わ
か
ら
な
い
時
は
。

答　

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に

登
録
す
る
と
防
災
行
政
無
線
の

内
容
が
す
ぐ
に
メ
ー
ル
配
信
さ

れ
ま
す
。

問　

子
育
て
支
援
の
情
報
提
供

の
取
り
組
み
は
い
か
が
で
す
か
。

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
普

及
率
が
高
い
子
育
て
世
代
に
有

効
な
ア
プ
リ
「
ち
ば
Ｍ
ｙ
Ｓ
ｔ

ｙ
ｌ
ｅ
Ｄ
ｉ
ａ
ｒ
ｙ
」
を
活
用

し
健
康
や
育
児
に
関
す
る
相
談

な
ど
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
か
ら
予
防
接
種

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
の

生
年
月
日
を
入
力
す
る
と
予
防

接
種
の
適
正
な
時
期
を
自
動
的

に
知
ら
せ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
を
し
て
く
れ
る
ア
プ
リ
で
す
。

問　

10
月
に
民
間
団
体
に
よ
り

白
井
市
内
で
子
ど
も
達
の
甲
状

腺
エ
コ
ー
検
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
希
望
者
が
多
く
、
何
組

も
お
断
り
し
ま
し
た
。
同
じ
く

10
月
に
行
っ
た
市
内
の
公
園
の

土
壌
測
定
で
は
、
２
千B

q /kg

近
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

福
島
県
で
は
事
故
前
に
比
べ
子

ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
は
数
十
倍

多
い
と
専
門
委
員
会
が
認
め
て

い
ま
す
。
国
の
方
針
が
出
る
ま

で
何
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

幼
児
健
診
や
健
康
相
談
で

健
康
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
学

校
健
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

学
校
健
診
で
放
射
能
の
影

響
を
見
る
た
め
に
、
血
液
検
査

の
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
は
。

答　

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

学
校
健
診
の
デ
ー
タ
を
長

期
間
保
存
し
て
お
い
て
は
。

答　

法
に
則
っ
て
行
い
ま
す
。

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答　

本
格
的
介
護
に
突
入
す
る

前
の
方
を
少
な
く
し
て
い
く
取

組
み
が
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

問　

介
護
認
定
者
の
過
半
数
近

い
要
支
援
や
軽
度
の
認
定
者
に

担
軽
減
を
図
る
よ
う
第
三
者
委

託
も
含
め
た
管
理
運
営
方
法
の

見
直
し
を
早
急
に
図
り
ま
す
。

「
18
歳
以
上
が
有
権
者
に
な
る

こ
と
へ
の
対
応
」
と
し
て
、
市

の
18
、
19
歳
の
人
口
や
投
票
へ

む
け
て
の
告
知
方
法
、
選
挙
以

前
の
幼
少
期
か
ら
の
社
会
参
加

意
識
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
育
成

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

学
校
に
福
祉
専
門
家

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）の
配
置
を

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て　

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）の

現
状
と
今
後　

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康

増
進
へ
の
取
り
組
み　

　

公
共
施
設
等
の
自
販
機
設
置

　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
現
状
と
支
援　

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
便
利
に　

　

子
ど
も
の
放
射
能
に
よ
る

影
響
を
見
守
る
体
制
は　

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
の
推
進
は　

　

高
齢
者
の
就
労
支
援

竹
内　

陽
子
議
員

平
田　

新
子
議
員

斉
藤　

智
子
議
員

植
村　

博
議
員

田
中　

和
八
議
員

石
井　

恵
子
議
員

柴
田　

圭
子
議
員

総合型地域スポーツクラブ
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問　

９
月
に
西
白
井
駅
前
広
場

で
実
施
さ
れ
た
と
き
め
き
マ
ル

シ
ェ
に
つ
い
て
、検
証
結
果
は
。

答　

拠
点
の
賑
わ
い
づ
く
り
と

し
て
今
後
も
期
待
で
き
る
可
能

性
が
大
き
い
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
広
い
会

場
や
駐
車
場
の
確
保
、
地
元
事

業
者
と
の
協
力
、
市
民
主
体
の

運
営
に
向
け
た
橋
渡
し
が
今
後

問　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
新
年
度
か
ら
の
市

職
員
人
事
評
価
制
度
に
は
変
更

が
あ
り
ま
す
か
。

答　

市
の
職
員
勤
務
評
定
規
則

は
平
成
18
年
度
に
見
直
し
、
平

成
23
年
度
に
は
改
正
し
ま
し
た

か
ら
、
今
回
の
法
改
正
に
は
適

応
で
き
て
い
ま
す
。

問　

法
改
正
に
よ
り
制
度
の
透

明
性
が
高
く
な
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
評
価
結
果
は
評
価
さ
れ

た
当
人
に
開
示
さ
れ
ま
す
か
。

答　

請
求
が
あ
れ
ば
開
示
し
ま

す
。
改
正
法
も
積
極
的
開
示
は

求
め
て
い
な
い
は
ず
で
す
。

問　

「
白
井
市
ま
ち
づ
く
り
寄

附
金
条
例
」
の
試
み
の
趣
旨
と

効
果
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

趣
旨
は
、
個
人
や
団
体
等

か
ら
寄
付
金
を
募
り
寄
付
者
の

意
向
を
反
映
し
た
事
業
を
展
開

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
こ

と
で
す
。
効
果
は
10
月
末
時
点

で
８
１
１
万
円
の
寄
付
が
寄
せ

ら
れ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問　

県
政
要
望
の
第
１
位
は
４

年
連
続
防
災
問
題
で
す
。
耐
震

改
修
が
す
す
ま
な
い
訳
は
。

答　

対
象
と
な
る
住
宅
が
30
年

以
上
経
ち
老
朽
化
。
費
用
が
高

額
、
高
齢
の
た
め
ふ
み
き
れ
な

い
な
ど
で
す
。
市
と
し
て
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
改
修
と
併
行

し
て
耐
震
改
修
す
る
こ
と
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

問　

家
具
転
倒
防
止
金
具
取
付

助
成
を
、
県
内
い
す
み
市
で
は

１
件
１
万
円
の
市
助
成
で
利
用

が
広
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
ま

問　

池
の
上
小
学
校
区
で
は
、

市
内
で
初
め
て
地
域
住
民
主
体

に
よ
る
一
泊
二
日
の
リ
ア
ル
な

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。子
ど
も
達
も
多
く
参
加
し
、

楽
し
く
充
実
し
た
訓
練
と
な

り
、
今
後
は
市
内
全
域
に
広
め

た
い
と
考
え
ま
す
が
、
市
は
ど

の
よ
う
な
協
力
が
で
き
ま
す
か
。

答　

今
後
小
学
校
区
単
位
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
、
モ
デ
ル
に
な
る
素
晴
ら

問　

北
総
線
沿
線
活
性
化
協
議

会
の
そ
の
後
の
動
向
は
。

答　

今
後
も
北
総
線
の
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

訪
日
外
国
人
急
増
と
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
機
運
醸
成
は
。

答　

今
年
２
千
万
人
の
目
標
を

達
成
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
承

知
し
て
い
ま
す
。

問　

市
長
の
今
後
の
対
策
は
。

答　

県
や
沿
線
６
市
の
首
長
と

も
協
力
し
全
力
で
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
か
議
会
も
一

緒
に
た
ち
向
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　

平
成
25
年
１
月
11
日
付
千

葉
地
裁
民
事
第
３
部
の
和
解
案

の
概
要
を
横
山
元
市
長
に
対
し

ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
か
。

答　

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は

裁
判
所
か
ら
直
接
連
絡
さ
れ
る

旨
伝
え
ま
し
た
。

問　

和
解
案
を
断
っ
た
の
は
ど

な
た
で
す
か
。

答　

市
長
・
副
市
長
、
総
務
部

長
、
企
画
政
策
課
長
が
協
議
の

上
、
市
長
か
ら
断
り
ま
し
た
。

問　

横
山
元
市
長
と
十
分
協
議

し
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
す
か
。

答　

市
と
し
て
は
、
判
決
を
求

め
て
い
く
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

し
い
事
業
で
あ
り
、
市
及
び
教

育
委
員
会
と
し
て
も
他
の
地
域

に
広
ま
る
よ
う
、
取
り
組
み
の

内
容
を
周
知
す
る
と
共
に
計
画

段
階
か
ら
の
話
し
合
い
へ
の
参

加
や
関
係
機
関
と
の
調
整
、
防

災
機
材
や
井
戸
の
使
用
等
、
積

極
的
に
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

災
害
救
援
自
動
販
売
機
の

導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

今
後
、
防
犯
カ
メ
ラ
付
き

自
動
販
売
機
及
び
、
ワ
イ
フ
ァ

イ
付
き
自
動
販
売
機
の
導
入
等

調
査
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

高
齢
者
の
詐
欺
被
害
を
ど

の
よ
う
に
防
止
し
ま
す
か
。

答　

現
在
、
振
り
込
め
詐
欺
等

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
集
会
等

で
被
害
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き

金
融
機
関
と
の
連
絡
を
密
に
す

る
と
共
に
、
福
祉
部
門
と
も
連

絡
を
密
に
し
、
協
力
を
図
り
な

が
ら
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

す
。白
井
市
で
の
そ
の
検
討
は
。

答　

先
の
東
北
大
震
災
で
東
京

都
の
救
急
車
の
搬
送
の
う
ち
40

％
が
家
具
類
の
転
倒
と
聞
い
て

い
ま
す
。
商
工
会
の
暮
ら
し
な

ん
で
も
お
助
け
隊
で
安
心
確
実

な
地
元
の
大
工
さ
ん
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

問　

防
災
に
関
す
る
き
め
細
か

な
市
民
対
応
に
は
「
窓
口
一
本

化
」
が
必
要
で
は
。

答　

新
庁
舎
建
設
で
防
災
機
能

を
も
っ
た
課
、
危
機
管
理
課
な

ど
の
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問　

農
業
振
興
は
自
然
環
境
の

保
全
に
も
繋
が
り
ま
す
。
農
家

数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
農
業

振
興
を
ど
う
図
り
ま
す
か
。

答　

農
業
を
守
る
、
農
地
を
守

る
の
二
つ
の
側
面
か
ら
考
え
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
特
産
で
あ

る
梨
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し

ま
す
。
農
地
所
有
者
と
農
業
起

業
者
と
の
間
に
市
が
入
り
、
市

の
信
用
力
に
よ
っ
て
農
地
を
安

心
し
て
貸
し
て
い
け
る
方
策
を

考
え
、
農
業
を
守
り
、
緑
を
守

り
、郷
土
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

の
課
題
で
す
。

問　

会
場
へ
の
マ
イ
カ
ー
以
外

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
考
え
は
。

答　

循
環
バ
ス
の
使
え
る
環
境

づ
く
り
等
、今
後
検
討
し
ま
す
。

問　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
利

用
団
体
、
市
民
に
対
す
る
マ
ル

シ
ェ
参
加
の
訴
え
か
け
は
。

答　

今
回
声
を
か
け
て
い
ま
せ

ん
。今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

問　

駅
前
空
間
活
性
化
の
担
い

手
を
ど
う
確
保
す
る
の
で
す
か
。

答　

今
回
参
加
し
た
25
事
業
者

を
含
め
、
交
流
づ
く
り
に
賛
同

で
き
る
事
業
者
に
期
待
し
ま
す
。

問　

西
白
井
駅
前
が
手
狭
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
交
番
前
の

空
間
利
用
に
つ
い
て
考
え
は
。

答　

一
時
利
用
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
承
認
し
て
い
ま
す
。
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
の
乗
降
場
所
の
変

更
に
伴
う
事
業
者
や
警
察
と
の

調
整
は
利
用
者
に
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
一
定
の
公

共
性
を
も
つ
内
容
で
あ
れ
ば
市

も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
。

答　

学
習
支
援
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問　

貧
困
・
い
じ
め
・
虐
待
・

不
登
校
な
ど
子
ど
も
の
人
権
が

侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

権
利
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

答　

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
精

神
を
尊
重
し
、
各
種
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
公
文
書
等

へ
の
不
必
要
な
性
別
記
載
事
項

を
削
除
す
る
考
え
は
。
児
童
・

生
徒
へ
の
配
慮
は
。

答　

公
文
書
で
削
除
で
き
る
も

の
は
削
除
し
て
い
き
ま
す
。
文

科
省
よ
り
出
さ
れ
た
通
知
文
に

基
づ
い
て
学
校
へ
指
示
・
指
導

し
て
お
り
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
の
制
度
改
革

に
よ
り
、
市
長
が
教
育
大
綱
を

策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
、意
見
聴
取
は
。

答　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

問　

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策

定
は
。誰
が
決
め
る
の
で
す
か
。

答　

策
定
し
ま
せ
ん
。
教
育
委

員
会
に
は
報
告
し
ま
し
た
。

　

駅
前
空
間
に
お
け
る
活
性
化
策
を
問
う

　

地
方
公
務
員
法
改
正
に
よ
る

市
職
員
評
価
制
度
へ
の
影
響　

　

市
の
寄
付
制
度
の
現
状
と

今
後
の
改
善
策　

　

国
・
県
の
耐
震
補
助
制
度
利
用
が

す
す
ま
な
い
の
は　

　

防
災
・
防
犯
対
策
の
取
り
組
み

強
化
へ
向
け
て　

　

北
総
線
運
賃
を

ど
の
よ
う
に
し
て
安
く
す
る
か　

　

横
山
元
市
長
の
裁
判
に
お
け
る

裁
判
所
の
和
解
案
は
何
故
消
え
た
か　

　

市
内
の
農
業
と
農
地
の
現
状

　

子
ど
も
の
人
権
を
守
る

　

教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
せ
よ

影
山　

廣
輔
議
員

永
瀬　

洋
子
議
員

和
田　

健
一
郎
議
員

中
川　

勝
敏
議
員

広
沢　

修
司
議
員

多
田　

育
民
議
員

福
井　

み
ち
子
議
員

ま
た
昨
年
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
な

ど
も
開
始
し
ま
し
た
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

は
何
が
人
気
商
品
で
す
か
。

答　

一
番
が
梨
、
次
が
米
、
そ

の
次
が
コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
返
礼
品
が
全
国
に
周
知

さ
れ
る
こ
と
で
、
地
場
産
業
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
と
考
え
て

防災リアル訓練

ときめきマルシェ

お
り
ま
す
。

問　

今
後
の
寄
付
に
関
す
る

改
善
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

寄
付
の
お
礼
品
に
梨
マ

ラ
ソ
ン
の
出
走
権
を
追
加
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

「
大
規
模
災
害
時
の
多
岐

的
連
絡
伝
達
手
段
と
し
て
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
の
活
用
や
、

以
前
存
在
し
た
駅
前
伝
言
板

の
様
な
安
価
に
で
き
る
手
段

の
可
能
性
」
も
質
問
し
ま
し

た
。
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文教民生常任委員会　平成27年10月29日〜30日 意見交換会の報告

環境経済常任委員会　平成27年10月28日〜29日

１．熊取町

　熊取町では平成24年８月よりＮＰ

Ｏ法人に委託し、家庭訪問型子育て

支援事業「ホームスタート事業」を

始めました。就学前の子どもがいて、

かつ育児不安やストレスを抱えて孤

立しがちな家庭に対し、研修を受け

た子育て経験者（ホームビジター）

が定期的に訪問することで、悩みの

解決をめざす事業です。利用者から

は「家では子どもと２人きりで息が

詰まりそうだった。一番つらいとき

に訪問してもらい救われた」「離乳食の

作り方を教えてもらい、やっとコツが分

かった」等の感想が寄せられています。

　白井市でも、熊取町などの先進自

治体の施策を研究し、ＮＰＯや民間

の力を活用しながら地域ぐるみで子

育て家庭を応援する仕組み作りをし

ていくことが重要であると感じました。

２．泉南市

　泉佐野泉南医師会圏域では平成22

年「認知症サポート医」が誕生し、

その後、医師・ケアマネージャー・

地域包括センター・行政等が互いの

連携を深めていく取り組み（多職種

連携事業）を始めました。「忘れても

大丈夫」「安心と」「思いやりの町」

の頭文字を取り「ＷＡＯ（輪を）ま

つり」を開催。住民を巻き込んで認

知症啓発活動の輪が広がっています。

“在宅医療には「医療と介護」の連携

が不可欠である”との市担当課の熱

い思いが伝わってきました。少子高

齢化の進展に向け、わが市でも早急

に調査研究をしていく必要性を感じ

ました。

総務常任委員会と国際交流協会　平成28年１月19日

　平成４年３月に発足した「白井国際交流協会」は、個人会員約250名（内外

国人約30名）、団体会員約30団体、その中の会長を含め５名の役員と活発な活

動状況や運営に関する意見交換を行いました。

　会の主な活動は、①異文化交流（各国大使講演会、料理教室等）②外国人

との交流③地域交流（ダンス＆フード・フェスティバル、国際親善ミニサッ

カー大会等）④語学教室（４か国語）で、年間を通じ13回のイベントと年間

約150名が受講する語学教室を開催しています。千葉県内24市にある国際交流

協会の現状を比較したところ、白井市は人口割合の会員比率が１番高く、活

発な活動が実績につながっている事が伝わってきました。

　しかし、事務所の家賃負担が厳しい、スタッフの確保に苦労している、特

に交通費のみ支給のボランティアのためか、日本語講師が他日本語教室に移

り受講希望者を受け入れできない状況があった等の課題を伺いました。また、

市における外国人市民は現状600～700人いるそうですが、協会から外国人市

民への活動のお誘いや周知ができない歯がゆさもお聞きしました。地域に在

住している外国人とのコミュニティ形成や生活支援の必要性が伝わり、市と

しての新たな課題が見えてきました。

文教民生常任委員会と青少年相談員連絡協議会　平成28年１月21日
　明るい未来の建設は青少年の健全育成からという趣旨で創設された青少年

相談員制度は平成26年に50周年を迎え、市内で委嘱されている相談員は現在

31名。なんと親子２代に渡り相談員という方もあり、永年地域に密着して多

くの青少年を見守る活動をしていらっしゃいます。お話くださった６名の相

談員さん共通のキーワードは【楽しく＆厳しく】子供たちと楽しく触れ合う

と同時に、悪いことは悪いときちんと指摘することも活動の秘訣のようです。

　市内全域で展開される活動は、テーブルゲームや大声大会などで相談員と

楽しく過ごす「おも白井デー」野外カレー調理とウォークラリーを合せた「白

井ウォークカリー大会」市内のお寺に宿泊し座禅や掃除を体験する「二日坊

主よっ寺
てら

っしゃい」もらい湯など地域の方々との連携協力で行われる「通学

合宿」第二小の「相談員ポスト」桜台の「ナイトウォーク」など、広範囲で

多種多様、非常に工夫されたユニークなものばかりです。議員一同、ひとつ

ひとつ興味深く頭が下がる思いでお話を伺いました。

　後継者問題、他団体との交流などの課題もあるそうですが、「全ての苦労は

当日の子供たちの笑顔で報われます」とイベントも多いボランティア活動に

目を輝かせて語られるお姿は、とても爽やかで頼もしいものでした。

環境経済常任委員会と消防団本部　平成27年12月11日

　白井は在来地区に３つの分団があり、分団は担当地区ごとにいくつかの部

で構成されています。消防団本部はその分団を統括する立場です。

　消防団はいわゆる常備消防である消防署ではなく、地域の安全は地域で守

ることを目標に運営されている在来地区に脈 と々根付く非常備消防の組織です。

　皆、農業や自営で生活を営みながら訓練し、いざというときは常備消防と

共に活動し、交通整理をしたり、鎮火後の後始末をされています。また、夜

間に消防車で警鐘を鳴らしながら、ニュータウンの街区を回られているのも

消防団の皆さんです。

　消防団員数の減少に歯止めがかからないことが一番の問題で、募集をかけ

ても手を挙げてくれず、高齢化が進み悪循環になっているということです。

以前は、消防団には入って当然という感じでしたが、農家の継承者問題や、

近隣のつながりが薄れている中、消防団に関心をもつ人が減ってきているの

が現状です。また、場所によっては水源確保もままならず、いざ火が出ても

水をかけられないところがあるということも問題として挙げられました。

　ニュータウン地区には自主防災組織はありますが、消防団はありません。

ニュータウン地区からも消防団に入ってくれる人がいるといいという意見も

出ました。ニュータウン地区と在来地区が、顔を合わせ、理解を深める必要

を感じます。

１．米子市

　米子市の消防団の現在の団員数は

519名で充足率95.4％。そのうち女性

が21名おり、女性だけの消防団（女

性分団）を組織してます。他の分団

は地域ブロックに分かれるのに対し

て女性分団は市の全域への対応をし

ています。全団員の応急手当普及員・

指導員の資格取得を目標にしており、

市民へ講習などを実施しています。

また、少年消防クラブも組織されて

おり小学校４年生から６年生を対象

として、防火に対する知識や地域に

おける防火啓発、そして消防団に慣

れ親しむことができるようにされて

おり、長期的視野に立った団員の育

成も行われていました。

２．境港市

　境港市では観光促進として20年程

前から水木しげるロードの整備が継

続され、現在では世界中から観光客

が訪れる名所となりました。近年は、

空き店舗の解消や商店街活性化にも

寄与し地域経済発展の重要な役割を

はたしています。しかしながら、当

初は妖怪という事で反対意見もあり、

徐々に理解を広めていく努力もあった

そうです。また一定額（100万円）の寄

付者の名前を通りのモニュメント等に

記載するなど税金に頼らないユニーク

な整備の資金調達の試みも実施されて

いました。

【視察地・視察項目】

◎大阪府泉南郡熊取町

子育て対策の推進について

◎大阪府泉南市

在宅医療・介護連携推進

事業について

【視察地・視察項目】

◎鳥取県米子市

消防団活性化プロジェク

トについて

◎鳥取県境港市

賑わいを創出するまちづく

り・水木しげるロードを中

心とした観光振興について

編
集
後
記

　

昨
シ
ー
ズ
ン
、「
ノ
ー
ヒ
ッ

ト
ノ
ー
ラ
ン
」
の
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
岩
隈
久

志
投
手
。
４
月
下
旬
に
「
故
障

者
リ
ス
ト
」
に
入
り
、
復
帰
し

た
わ
ず
か
１
か
月
後
の
出
来
事

で
し
た
。
彼
は
新
聞
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
こ
う
答
え
て
い
ま

す
。「
４
回
２
ア
ウ
ト
。
４
番

打
者
を
あ
え
て
四
球
で
塁
に
出

し
、
打
ち
取
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
５
番
打
者
と
勝
負
し

た
。調
子
が
良
か
っ
た
ら
逆
に
、

４
番
打
者
に
突
っ
込
ん
で
い
っ

て
、
打
た
れ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
本
調
子
で
な
か
っ
た
か

ら
こ
そ
、
自
分
の
ピ
ッ
チ
ン
グ

に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
。

ま
さ
に
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
た
勝
利
で
し
た
。
白
井
市

と
し
て
も
、
今
後
予
想
さ
れ
る

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い

く
発
想
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
斉
藤　

智
子
）

　

11
月
15
日
発
行
の
議
会
だ
よ

り
（
１
３
１
号
）
２
ペ
ー
ジ
Ｐ

ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
３
に
お
い
て
、
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
正
】
●
太
字
部
分
を
追
加

Ａ
　
今
回
の
補
正
予
算
で

は
、
定
期
借
地
料
の
債
務

負
担
行
為
が
用
地
取
得

費
に
な
っ
て
い
る
こ
と

と
、
不
動
産
鑑
定
料
が

加
わ
っ
て
い
ま
す
。
継

続
費
に
つ
い
て
は
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託

料
が
５
１
８
４
万
１
千
円

で
し
た
が
、
今
回
は
、
５

７
９
４
万
１
千
円
で
、
約

６
０	

０
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

熊取町

境港市

議会
トピックス
議会
トピックス

視察
報告
視察
報告

視察
報告
視察
報告

お
詫
び
と
訂
正


